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 ダイバーシティ研究環境実現シンポジウムを開催しました 

【 出 席 機 関 一 覧 】 
＜連携機関＞長岡技術科学大学、長岡工業高等専門学校、株式会社イートラスト 

  
＜協力機関＞長岡造形大学、株式会社大光銀行、株式会社ソリマチ技研、株式会社ブルボン 

株式会社有沢製作所、北越コーポレーション株式会社研究所、 
ユニオンツール株式会社、たかの社会保険労務士事務所 

ダイバーシティ 2019 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型） 

SDGｓが目指す、誰一人取り残さない多様性と包摂性のある社会の実現に向けて  

News Letter 令和 5 年４月発行 

第１回コンソーシアム準備委員会総会を開催しました 

令和 4 年 11 月 30 日にダイバーシティ研究環境実現シンポジウム「ダイバーシティ推進
はえちご・ものづくり業界に何をもたらすか」をオンラインで開催しました。 

はじめに文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシ
アティブ(牽引型)」の事業報告が行われ、これまでの成果と今後の課題が説明されました。 

続いて行われた講演会では、渥美由喜氏（ダイバーシティ＆ワーク・ライフ・バランス
コンサルタント 内閣府地域働き方改革支援 
チーム委員）が登壇し、多様な属性や背景 
を持つ人々が複数の能力を発揮して活き活 
き働く職場環境の重要性について講演しま 
した。教職員や学生、企業関係者や一般の 
方を含めた 86 名が参加し、多様な人材の 
活用による新たなイノベーションや、社会 
的信頼性の向上などについて考える機会と 
なりました。 

シンポジウム同日「第４回ダイバーシティ連携機関・協力機関会合 兼 第１回えちご・も
のづくりダイバーシティ・コンソーシアム準備委員会総会」がオンラインで開催され、令和
４年４月に新設されたえちご・ものづくりダイバーシティ・コンソーシアム準備委員会から
の活動報告、進捗報告が行われました。意見交換では、産学官金連携により、各々の良い部
分を共有し合うことで地域全体のダイバーシティ推進ができるとよいとの意見があり、活発
な会となりました。今後の発展に向けた具体的な動きが促進されることが期待されます。 



 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長岡技術科学大学ダイバーシティ研究環境推進部門 

（３機関連携事務局） 

〒940－2188 新潟県長岡市上富岡町 1603‐1  

℡：0258‐47‐9911（内線 9911・2170） 

Email:danjo@jcom.nagaokaut.ac.jp 

編集後記：自走期間１年目となる本年度。体制も変わりどうな

ることかと思いながらも、無事に年度末を迎えることができ一

段落しました。「千里の道も一歩から」で始まった本学のダイバ

ーシティ推進。三歩進んで二歩下がることもありますが、それ

でもあきらめず前進していきたいところです。（令和５年４月） 

令和４年度外部評価委員会を開催しました 

✎column WLB 相談室から 開催報告 

令和５年２月６日に外部評価委員会を開催
し、ダイバーシティ研究環境に向けた事業実施
体制の確立と、女性研究者の採用・登用人事の
推進、組織全体の改革意識、女性研究者のキャ
リア支援、ライフイベント支援、地域・企業連
携による女性研究者支援の５つの柱について、
進捗状況を報告しました。 

有識者からなる外部評価委員４名からは、組織風土の改革や女性管理職登用等について
様々なアドバイスや改善点が提示されました。内容の詳細は、令和４年度活動報告書に公表
し、ダイバーシティ推進に向け、次年度以降の取り組みに活かしてまいります。 

■ロールモデル講演会 
（2 月 22 日(水)開催）長岡高専・長岡技科大共催 

高専や長岡技科大ＯＧとして活躍中の、ナミ
ックス株式会社・佐藤 牧子氏と、アマゾンデ
ータサービスジャパン合同会社・小此鬼 瑞季
氏から、これまでのご経験や、仕事のやりがい、
ワーク・ライフ・バランスの工夫等をご講演い
ただきました。高専生、技科大生、教職員を含
め 20 名が参加しました。 

■女性研究者のための管理職セミナー／
女性研究者・技術者交流会 

（2 月 27 日(月)開催）長岡技科大主催 
長岡造形大学理事長の佐々木順子氏をお迎

えし、企業での管理職経験と大学理事の立場か
らご自身のキャリアアップ体験談を語ってい
ただきました。連携機関・協力機関から 12 名
の参加がありました。セミナー後には懇親会を
開催し、交流を深める機会となりました。 

【 ３つのワーク 】 

 定年の年齢が引き上げられ、働く期間が
長くなっているだけではなく、働き方も多
様化しています。多様な働き方というと、
兼業や副業、複業を考える方が多いと思い
ますが、ご自身の興味や関心に焦点を当て
て考えてみるのはいかがでしょうか。生計
のためのライスワーク、生涯を通じて取り
組むライフワーク、そして、自分の好きな
ことに取り組むライクワーク。３つのワー
クを持つことで、ご自身の仕事と生活の双
方の調和を実現できそうですね。 
 WLB 相談室では、育児・介護と仕事の両
立をはじめ、これからのキャリアプラン、
メンタルヘルスなどの相談にも対応してお
ります。 

WLB 相談予約 
メール：wlb̲soudan@vos.nagaokaut.ac.jp 
電話：0258-47-9911 

（長岡技術科学大学内線 9911、2170） 


